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先
進
国
は
、
一
九
九
二
年
の
国
連
環
境
開
発
会
議
に

お
い
て
、
持
続
可
能
な
発
展
の
達
成
に
取
り
組
む
こ
と

を
宣
言
し
た
。
そ
れ
以
降
、
地
球
温
暖
化
を
引
き
起
こ

す
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
は
、
世
界
の
人
口
増
加
と
経
済
成
長

に
と
も
な
っ
て
増
加
を
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、
温
暖

化
対
策
に
取
り
組
む
に
は
安
定
し
た
経
済
発
展
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
確

保
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

先
進
国
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
確
保
と
気

候
変
動
の
防
止
の
た
め
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
お
よ
び
低
炭

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
策
を
進
め
て
き
た
。
そ
れ

に
対
し
て
、
開
発
途
上
国
、
と
り
わ
け
経
済
発
展
が
著

し
い
新
興
国
で
は
、
温
暖
化
対
策
よ
り
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
供
給
確
保
と
価
格
の
安
定
化
を
最
優
先
す
る
政
策
が

と
ら
れ
て
き
た
。
と
く
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
が
深
刻

な
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど
で
は
、
石
炭
の
消
費
量
が
急
増

し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
国
内
炭
の
開
発
利
用
が
、
雇
用

の
拡
大
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
に
最
も
有
効
で
あ

り
、
ま
た
石
油
や
天
然
ガ
ス
に
比
べ
て
価
格
が
安
く
か

つ
安
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
輸
入
の
急
増
が
避
け
ら
れ
ず
、
各
国
政
府
は
積
極

的
な
資
源
外
交
を
展
開
し
、
自
国
の
国
営
石
油
企
業
の

海
外
で
の
資
源
確
保
を
支
援
し
て
い
る
。

　

一
方
、
多
く
の
開
発
途
上
国
で
は
、
国
民
生
活
の
必

需
品
で
あ
る
電
気
や
石
油
製
品
な
ど
の
価
格
を
低
水
準

で
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
な
政
治
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
中
東
や
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
な
ど
の
産
油
国
は
言

う
に
及
ば
ず
、
石
油
な
ど
を
輸
入
に
依
存
す
る
中
国
や

イ
ン
ド
、そ
の
他
の
消
費
国
で
も
、国
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
の
安
定
化
の
た
め
、
政
府
の
補
助
金
に
よ
っ
て
、

国
際
価
格
に
比
べ
て
低
い
水
準
に
価
格
を
設
定
す
る
政

策
が
と
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
補
助
金
政
策
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
非
効
率
化
と
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
な
ど

環
境
負
荷
の
増
大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

開
発
途
上
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
効
率
は
、
先
進
国
に

比
べ
て
改
善
す
べ
き
余
地
が
非
常
に
大
き
く
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
分
野
に
お
い
て
、
先
進
国
か
ら
開
発
途
上
国
に

対
し
て
技
術
移
転
お
よ
び
政
策
や
制
度
面
で
の
協
力
を

進
め
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
現
在
の
世
界
人
口
は
約
七
〇
億
人
だ
が
、

そ
の
う
ち
一
三
億
人
は
電
気
の
な
い
生
活
を
送
っ
て
お

り
、
ま
た
調
理
用
に
薪
炭
や
牛
糞
な
ど
に
頼
っ
て
い
る

人
口
は
二
七
億
人
に
も
上
っ
て
い
る
。
世
界
保
健
機
構

の
推
計
で
は
、
非
効
率
な
室
内
ス
ト
ー
ブ
で
の
バ
イ
オ

マ
ス
利
用
に
よ
る
大
気
汚
染
で
、
毎
年
世
界
で

一
五
〇
万
人
以
上
が
早
死
に
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。

先
進
国
の
政
治
指
導
者
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
貧
困
の
改
善

に
向
け
て
、
早
急
に
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
べ

き
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
長
期
的
に
も
開
発
途
上
国
で
の
化
石
燃
料

の
需
要
の
増
加
は
避
け
ら
れ
な
い
た
め
、
先
進
国
は
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
低
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
、
原
子
力
発

電
の
安
全
性
向
上
な
ど
の
分
野
で
、
と
く
に
新
興
国
と

の
国
際
協
力
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。そ
の
た
め
に
は
、

開
発
途
上
国
で
の
投
資
環
境
の
整
備
、
知
的
財
産
権
の

順
守
と
そ
の
保
護
制
度
の
強
化
な
ど
が
不
可
欠
で
あ

る
。
わ
れ
わ
れ
人
類
は
、
世
界
的
な
経
済
発
展
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
向
上
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
三
目

標
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
現
す
る
た
め
に
、
技
術
お
よ
び

社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
全
力
を

挙
げ
る
べ
き
で
あ
る
。




